
PythonとKerasによるディープラーニング

第3章入門：ニューラルネットワーク
3.5 多クラス分類の例：ニュース配信の分類
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Reutersのニュース配信を46種類の相互排他なトピックに分類

するネットワークを構築します。クラスの数が多いため、この問
題は多クラス分類の一例です。

• 多クラス単一ラベル分類
各データ点は１つのカテゴリにのみ分類されます。（Reuters問題）

• 多クラス多ラベル分類
各データ点は複数のカテゴリに分類される可能性があります。



3.5.1 Reutersデータセット
Reutersデータセットは、1986年にReutersによって配信された短い

ニュース記事とそれらのトピックを集めたものであり、テキスト分類用の
単純なデータセットとして広く利用されています。トピックは全部で46

種類です。

10000個に制限

各サンプルは
整数のリスト

• Reutersデータセットを読み込む

• ニュースサンプルをテキストに変換する



3.5.2 データの準備

• データのエンコーディング

データのベ
クトル化

One-hotエンコーディングを

使ってラベルはそれそれベク
トルとして埋め込まれます

ラベルのインデックスの位置
に１、以外はすべで０

MNISTの例ですでに確認したよう
に、Kerasには、同じことを行う方
法がすでに組み込まれています。



3.5.3 ニューラルネットワークの構築

出力は46種

類の出力クラ
スの確率分布

• モデルの定義

情報が失われないよ
うに、64ユニット
の中間層で試します

最適な損失関数です。2つの確
率分布の距離を計測します。



3.5.4 アプローチの検証

• 検証データセットの設定

• モデルの訓練



• 訓練データと検証データでの損失値をプロット



• 訓練データと検証データでの正解率をプロット

8エポックの後、このネットワークは過学習に陥っています。



• モデルの訓練をやり直す

正解率は78%



3.5.5 新しいデータで予測値を生成する

• 新しいデータで予測値を生成する

各エントリは、長さが
46のベクトルです。

ベクトルの係数を合計
すると1です。

確率が最も高いクラス
です。



3.5.6 ラベルと損失値を処理する別の方法

ラベルのリストを整数すのテン
ソルとしてキャストします。

数学的にはcategorical_crossentropyと同じ
であり、違いはインターフェイスだけです。



3.5.7 十分な大きさの中間層を持つことの重要性

• 情報ボトルネックを持つモデル

検証データセットでの正解率のピークは大体71%であり、絶対損失は
8%です。大量の情報を小さな中間層に詰め込みます。



3.5.8 そのほかの実習

3.5.9 まとめ

• 32ユニットや128ユニットなど、さらに大きい中間層や小さい中間層を試
してみる

• この例では、隠れ層を2つ使用している。隠れ層を１つにする、または３
つにするとどうなるか試してみる。

• データ点をN個のクラスに分類しようとしている場合、ネットワークの
最後の層のサイスがNのDense層でなければならない。

• 多クラス単一ラベル分類問題では、ネットワークの最後の層では、活
性化関数はSoftMaxを使用しべきである。

• 損失関数は多クラス交差エントロピーを使用しべきである。
• 多クラス分類でラベルを扱う方法は次の２つである。
カテゴリエンコーディングー＞ categorical_crossentropy

ラベルを整数としてエンコーディングー＞
sparse_categorical_crossentropy

• 適当な中間層を使用することが重要である


